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会員紹介

 第４回 　県北支部　那珂市　飛田行政書士事務所
　　　　　　飛田　勇・飛田　宏道 会員
　　　　　　聞き手・文：飛田　憲明 通信員

飛田（憲）｢本日は、よろしくお願いします。東日本
大震災後の「いわき」ナンバーから「水戸」ナン
バーへの出張封印の時は、お世話になりました。｣

飛田（勇）「いや、あの時は車体番号が見つからなく
て大変だったね。車体番号が強化バーに隠れてい
たからね。車種によって車体番号があるところは
まちまちだからね。｣

飛田（憲）「当時は、出張封印を業務としてやろうか
迷っていた時でしたので、同行させていただきあ
りがとうございました。ところで先生は開業して
何年くらい経つんですか？」

飛田（勇）｢昭和51年５月の登録だから、だいたい44
年くらいになるかな。車庫証明・自動車登録・出張
封印は全国各地のディーラーから書類が届くので
毎日仕事に追われているよ。｣

飛田（憲）｢自動車関係の仕事、特に車庫証明で何か
注意する点などあれば教えてもらえますか。｣

飛田（勇）「車庫証明で注意することは、入替え車両
の有無を必ず確認すること。入替え車両がある場
合は、申請用紙に旧車両を記載すること。それを
しないと増車扱いになり、場合によっては保管場
所が確保できないなどということが起こるので気
をつけることだね。｣

飛田（憲）「入替え車両の有無の確認ですね。ありが
とうございました。ところで、数年前に入院をし
たと聞きましたが、その時、仕事はどうしていたん
ですか？」

飛田（勇）「そうだね、2018年の10月に首の神経の一
部がだめになり、首から下が動かなくなって１か
月入院していたよ。その時は息子が全部やってく
れたので助かったよ。今も月に何回かはリハビリ
が欠かせないので、仕事はほとんど息子にまかせ
ているよ。｣

飛田（憲）「息子さんといえば今年の４月に行政書士
登録をなさったということですが、宏道さん、お話
しを聞かせてください。｣

飛田（宏）「神奈川から呼び戻されて父の補助者とし
て働いていました。幸い試験に合格したので、４
月から行政書士登録をして父から事業を受け継い
でおります。｣

飛田（憲）「親子２代で仕事ができるってすばらしい
ですね。これからの目標、抱負などを聞かせてく
ださい。｣

飛田（宏）「今は父が築いた自動車関係を中心にやっ
ていますが、将来は相続や他の許認可手続きなど
業務の幅を拡げたいと思っています。その為にも、
各種研修会や行政書士会の会合にはできる限り参
加して、業務の知識はもちろんのこと、人との「和」
を築ければと思います。｣

飛田（憲）「コロナが収束して、活動が再開できるよ
うになった時は、県北支部の行事にもぜひ参加し
てください。本日は、お忙しいところありがとう
ございました。｣

県北支部に所属する約120人の行政書士の中で
も自動車業務に精通している飛田勇会員および今年
４月に行政書士登録をした息子さんの宏道会員にイ
ンタビューをお願いしたところ、快く引き受けてく
ださり、那珂市の自宅兼事務所を訪問し、さまざま
なお話を聞かせていただくことができました。ちな
みに聞き手も偶然にも飛田となってしまいました。
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